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春のバスハイク 

◎寅さん記念館 ＆ 東京スカイツリー の見学 

 

５月１５日（月） 8：45 星川駅集合 

当日の朝は、少し小雨の降る日でしたが、全員がそろい、 

福祉バス（あおぞら４号）に乗車。都内に入ると少し渋滞しましたが、『寅さん記念館』に

到着。寅さんシリーズに出演された女優の、 

マドンナ役の方々の顔写真が、勢ぞろいでした。新聞には、当時の社会情勢も解る解説も

ありました。撮影のセットが有り、楽しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学が終わってから、昼食場所の『とらや』に向かいました。 

途中に『帝釈天』側を通り、お店に到着。2階の席で「ゆたかセット」(天丼、茶

そば、豆腐サラダ、草団子)を食べ皆さん満足していました。 

店先でお土産の「草団子」を買って、バスの駐車場に戻りました。 
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次は『東京スカイツリー』へ出発し、13：20 に到着。 

『東京スカイツリー』を見学するのは、全員初めてで、ワクワクする 

気持ちでした。『展望デッキフロアは 350』という所まで、エレベーターで 

「あっ」という間に到着。フロアからの眺めは少しモヤが掛かっていて、残念 

でした。建物内は混雑していて、大変な思いでした。次は、景色が良く見える『冬 』

が良いと思いました。 

帰りの道路はスイスイと流れが良く、16：30 に星川駅に到着しました。 

皆様、大変お疲れ様でした。         イベント委員 井上 

 

イベント委員 井上 文二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新代表・ご挨拶 

 

この度、平成 29 年度の新代表となりました、池田 正美です。宜しくお願いします。私

も『カルガモの会』に入会して、早いもので約 5 年の歳月が過ぎ、 

様々な事が有りました。定年になられた方々、誠に残念ですが亡くなられた方もいらっし

ゃいます。まだまだ未熟者で、右も左も分かりませんが、カルガモを盛り上げてゆきたい

と思いますので、皆様のご協力をお願いします。 

 

新代表 池田 正美 

 

 

 

 



保土ケ谷『花フェスタ』に出店 

 

5 月 20 日(土)午前 9 時 30 分～午後 3 時まで「星川中央公園」にて行われた、 

『花フェスタ』に『カルガモの会』として出店しました。 

昨年は、バザー会場の「保土ケ谷区役所」前の広場に出店しましたが、 

今年は 2 年ぶりに本会場に出店しました。当日は、暑いくらいの晴天に恵まれ、 

所長以下、ボラさん、メンバーも汗をかきかき、水分を補給しながら販売活動を行い、 

メンバー、ボラさんの各製品が売れました。 

特に目玉商品の『くるくるレインボー』は 50 本の販売予定でしたが、最終的に 

62 本を販売することが出来ました。 

出店に参加された方々、お疲れさまでした。 

 

川口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保土ヶ谷 『銅板工芸展』を見学 

 

5 月 26 日(金)午後から「岩間市民プラザ」へ『銅板工芸展』の見学に 

行きました。私達の作品も出展されており、銅板の彫り方や色合いに 

それぞれの個性が出ていて、とても楽しく拝見できました。 

夏井先生の作品には迫力があり、強い生命力を感じました。 

ほんの少しでも先生の作品に近付ける様に、努力して参ります。 

そして飾る作品によって、お部屋の雰囲気が大きく変わるので、 

今後の製作は贈った方に、喜んでいただける作品を作って行きたいです。 

 

広報委員会 荒木 

 

 

 



 

 

ご卒業おめでとうございます！ 

 

5 月に川口 敏明さん、6 月に櫛毛 浩さんがカルガモの会を卒業されました。以前から 

就労にむけて就活に取り組んでいたお二人。面接と研修を受けめでたく就労継続支援A

型事業所へ通うことになりました。採用は決まったものの朝早い時間に通勤電車＆バ

スに揺られ一日中黙々と作業に取り組まなくてはならず、「続けられるのか心配。また

カルガモに戻って来るかもよ～」と苦笑しながらやや不安げに話していましたが、そ

の後風の便りで元気に頑張っていると聞いてまずは一安心。あとは健康管理に留意し

これからの人生を楽しんで過ごしていってくださることを心から願っています。 


